
 

 

 いよいよ西宮市社会福祉法人の連絡協議会「ほっとかへんネット」が立ち

上がりました。７月２４日の設立総会では、分野や業種の壁に横串を刺し、

「ほっとかへんネット西宮は地域や住民をほっとかへんなぁ～❕」と言われ

るような協議会を目指していこうと、参加法人で意思統一が図られました。 

 

この協議会（ほっとかへんネット西宮）は、市内に事業所や施設がある社

会福祉法人（現在２８法人参加）によって構成、情報交換や事業の協働実施

等をとおして地域社会に貢献していく仕組みです。災害時の活動や制度狭間

の支援、また福祉学習や人材育成等、目指す活動は多岐にわたりますが、そ

の中でも特に今年度は、施設・事業所間のネットワークづくりの第一歩、情

報交換（研修・交流会）から始める予定です。 
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’ 〜私たちが私たちらしく暮らせる地域づくりを 

みんなですすめようという意味を込めています〜 

ウイッズ

中川（全市域）・永田（上甲子園・深津・瓦木）・金森（浜脇・西宮浜）・吉岡（安井・今津南）・德岡（小松・ 

高須・浜甲子園）・南（甲山・甲東・甲武）・構（塩瀬・山口） ※（）内は地域包括支援センター圏域で表記 

生活支援コーディネーターだより 令和６年 1月 1日 発行 

西宮市社会福祉協議会 共生のまちづくり推進課 

〒662-0857 西宮市中前田町１－２３ 地域共生館ふれぼの内 

    ☎(0798)61-1361 FAX (0798)61-1409   ✉kyoseimachi@n-shakyo.jp 

今回のWi’th のテーマは、『社会福祉法人による地域での取り組み』！ 

意外と知られていない、地域貢献活動や交流活動を生活支援コーディネーターの視点で紹介します♪ 

『ほっとかへんネットにしのみや』（西宮市社会福祉法人連絡協議会）は、市内に事業

所や施設を持つ社会福祉法人（現在２９法人参加）によって構成され、日々の情報交換や

事業の協働実施等を通じて、地域貢献や災害時の連携を進めていくための連絡体です。 

毎年、「職員交流会」も実施し、日常の業務では関わることの少ない高齢・障害・児童分

野の多種多様な職種の職員と出会う場になっています。法人の垣根を越えた、顔の見え

る関係が生まれています。 

だんだんミーツ段上

職員交流会での 

ボッチャ体験の様子 

（段上福祉施設連絡会）

今後も分野を超えた施設間のネットワークを活かし、地域に

根ざした活動を展開していく予定です。 

何かあった時に地域から声を掛けてもらえる、そんな頼れる

存在を目指していきます。今後の活躍にご注目ください☆ 

エリア内に福祉施設が点在する段上地区。それぞれに「施設間での交流や地域との関わりを持ちたい。」と

いう思いがありました。そこで、同じ思いを持った仲間が集まり、数年前に『だんだんミーツ段上（段上福祉

施設連絡会）』を発足！ 

定期的にお互いの情報交換の場を持ちながら、地域とどのように関わっていけるかを話し合っています。 

これまでに地縁団体と協働したウォークラリーイベントや、中学校への出前授業、障害啓発の取り組みや、

職員交流会など様々な取り組みを行ってきました。 

 

『ほっとかへんネットにしのみや』で 

 顔の見える関係づくり！ 

新たな法人の参画も 

お待ちしています♪ 

（西宮市社会福祉法人連絡協議会） 

 
こんにちは！生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1年目で、甲東甲陽園圏域を担当している南です！ 

今回は、段上地区の施設間連携の取り組みをご紹介します♪ 

＜参画施設＞ 

カトレアの園、武庫アルテンハイム、リーブ・フルーリー、 

ななくさ学園、ななくさ清光園、にしのみや聖徳園、ひかり保育園 

だんだんと、みんなが出会える段上のまちに！ 



   

  

   

西町おしゃべりサロン 

場 所 貸 し 

 

交 流 

 

社会福祉法人神港園が運営する神港園レインボー西宮には、『レインボー交流館』という地域住民との交流を目的

とした建物があります。以前はここで、住民と施設との喫茶や食事を交えた交流が盛んに行われていました。 

コロナ禍以降、その取り組みはなくなってしまいましたが、「鳴尾東地区ネットワーク会議」（地域の多様な主体が

集まり、地域課題について協議する場）を通じて、“地区の西側に暮らす高齢者が公民館で行われているサロンまで

出て来づらい”という地域の課題とマッチング！ 

新たな活動場所として、鳴尾東地区社会福祉協議会がレインボー交流館の場所を 

借り、令和 4年より『西町おしゃべりサロン』がスタートしました。 

公民館まで足を運ぶことができなかった地元の高齢者も、新たな拠点ができた 

ことで、集まった方々とのおしゃべりに花を咲かせています♪ 

 

支 え 合 い 活 動 

 

サロン浜脇 

芦原フードパントリー 

社会福祉法人甲山福祉センターには、『地域貢献活動支援部会』という部会があり、運営する各施設から職員が

集まって、 地域に向けてどんな取り組みができるかを検討・実施しています。 

その中で、昨年度から始まった取り組みが、「芦原フードパントリー」です。芦原デイサービスの駐車場を活用し、

周辺住民の方々へ食材配布を行っています。参加される層は、子育て世帯や高齢者など様々で、普段あまり施設

と関わりがない方にとっても、何かあった時に頼れる場の一つとして知ってもらうきっかけにもなっています。 

実施にあたり、周辺の店舗等に協力を呼びかけたり、民生委員・児童委員や 

地区社会福祉協議会にも案内をしたりと、地域の支え合いの活動として 

少しずつ広がりをみせています。 

社会福祉法人聖徳園が運営するワークメイト西宮では、月に２回ウォーキングやダンス等の余暇活動を行って

います。活動の一つである“創作チーム”では、ご本人の得意なことやつくってみたい物を中心に様々な作品づく

りをされています。 

以前、浜脇地区社会福祉協議会がワークメイト西宮へ施設見学に行った際、創作チームがつくった作品をみて、

『交流も兼ねて地域のサロンで一緒にできたら楽しそうだね』という声があがりました。それがきっかけとなり、

「サロン浜脇」（浜脇地区社協主催）では、ワークメイト西宮のご本人と職員が参加し、 

講師となって一緒に作品づくりをしています。 

『よく来てくれはったね、ありがとう』と地域の方が声を掛ける場面もあり、ご本人と地域 

との交流がうまれています♪ 

まだまだあります、社会福祉法人による地域貢献・交流活動！ 


